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目的 

マハタ，クエを東紀州地域のブランドとして定着を図

るため，高品質種苗を安定して生産する技術を確立し，

養殖業者への種苗供給体制を整えるとともに，養殖技術

の高度化に関する技術開発を行う。なお，本年度から三

ヶ年をかけて，これまでに開発してきたマハタの種苗生

産技術を三重県尾鷲栽培漁業センター（以下，センター）

に移転する。これに伴い，大型水槽でのマハタおよびク

エの種苗生産技術開発についてはセンターの事業報告書

に記載する。 

 

方法 

1．生産効率向上に関する技術開発                    

1）生残率向上技術開発 

生残率向上技術開発は，「三重のマハタ」種苗量産安

定化研究施設（以下，研究施設）において，マハタの春

期種苗生産試験および秋期種苗生産試験を行った。 

①親魚養成 

表1のとおり，マハタは国産および韓国産の天然親魚と，

平成11年度および13年度産の人工親魚を保有し，クエは

国産天然親魚と，10年度産人工親魚を保有した。マハタ，

クエの採卵にあたり，春期に用いた親魚はセンターの陸

上水槽1槽と海面生簀4面に収容し，秋期に用いた親魚は

研究施設の陸上水槽2槽に収容し，飼育した。センターの

陸上水槽は，電照時間および飼育水温の環境制御を行っ

た。また，研究施設の陸上水槽は，異なる2種類の環境制

御法を試験した。試験区1の環境制御は土橋他（2007）の

マハタの成熟促進方法に基づき，9月6日まで水温15.0℃，

6時間明期で飼育した後，1日に0.1℃ずつ加温し，5日毎

に明期を1時間ずつ延長する長日処理を行い，10月8日の

人工授精予定日までに水温19.0℃，14時間明期とした。

一方，試験区2の環境制御は，4月1日から7月5日まで水温

15.0℃，6時間明期で親魚を飼育し，7月6日から毎日0.1

℃ずつ加温し，7月25日以降は17.0℃とした。その後，9

月27日から毎日0.1℃ずつ加温し，1～2日毎に1時間ずつ

長日処理をおこない，10月9日の人工授精日までに水温1

9.0℃，14時間明期とした。給餌は，マハタ，クエともに

冷凍サバ，スルメイカに総合ビタミン剤を添加した餌料

およびモイストペレット（以下，MP）を原則として週2

回飽食量を給餌した。 

 
表 1 保有したマハタ，クエ親魚（春期，秋期生産） 

 

 

 

 

 

 

 

生産時期 魚種 尾数 体重（kg）

天然親魚 22 6 4～19 4
人工親魚 77 2 7～8 2
天然親魚 29 8.9～32 2
人工親魚 129 2 7～9.7

秋期 マハタ
天然親魚

（韓国産）
20 7.9～17 1

春期

マハタ

ク エ

②採精採卵および人工授精 

 マハタ，クエともにカニュレーションによる成熟度調

査を行い，成熟が確認できた雄および雌に hCG（ヒト絨

毛性性腺刺激ホルモン）を注射した（500IU/kg）。採精

および採卵は，注射 42～54 時間後に腹部圧搾により行っ

た。受精は採卵直後に乾導法で行い，媒精後，水槽に収 

容して浮上卵と沈下卵を分離した。その後，浮上卵を卵

管理水槽に収容し，受精 24～26 時間後にウイルス性神経

壊死症（VNN）対策としてオキシダント海水による受精

卵消毒（0.5ppm，60 秒）を行った。なお，精子および受

精卵は nested-PCR 法で VNN 検査を行い，雌の卵巣卵に

ついては検査を行わなかった。 

③仔稚魚飼育試験 

マハタの春期種苗生産試験は，19年度に引き続き種苗

生産期間中の飼育水温が，取上時（全長約35mm）の生

残率におよぼす影響について検討するため，水温25℃，2

6℃，28℃の3試験区（0.5t水槽×4/区）を設定した。これ

らの試験区は，天然親魚の雌1尾と雄5尾を交配して得ら

れた受精卵（VNN陰性）を1槽に11,648粒ずつ収容した（天

然親魚試験区）。このほか，11年度に生産したVNN未発

症個体のうち，優良成長個体を親魚に養成した人工親魚

の雌1尾と天然親魚の雄5尾を交配して得られた受精卵

（VNN陰性）を0.5t水槽3槽に11,648粒ずつ収容し，水温2

5℃で種苗生産試験を行った（人工親魚試験区）。餌料は，

成長に伴ってS型ワムシ，アルテミアおよび配合飼料を

給餌した。飼育水には電解殺菌海水を用いた。また，飼

育初期の浮上へい死を防止するため，日齢0から10まで皮

膜オイルを飼育水に添加し，油膜除去は行わなかった。1

0日齢の生残尾数は夜間に柱状サンプリングを行うこと

で推定し，取上尾数は全長約35mmで全数計数して求め







  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5 中間育成期間中に異なる水温で飼育したマハタの 

餌料転換効率（平均±標準偏差） 
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図 4 中間育成期間中に異なる水温で飼育したマハタの体重 

（平均±標準偏差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


